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　この度は、すばらしい賞を賜り感謝申し上

げます。当社の成長の原動力は、環境力にあ

ります。商品開発や人財教育も環境力を磨く

事で培って参りました。

　2000年12月に業界では、初となるISO14001

の認証取得をし、ISO14001／2015年度版更新

でも、日本で一番に更新審査で認証取得しま

した。会社経営において、環境力を磨く環境

ISOは必要不可欠なツールだと確信していま

す。野球は、バット・ポール・グローブの道

具がなければ、プレーできません。会社経営

もISOという道具がなければ経営できないも

のだと思っています。

　わが社は事業として、工場の清掃関係で利

用されるタオル・ウエスをレンタル販売して

いる会社です。大切にしていることは、掃除

・挨拶・学びです。会社価値として、“誰に

でもできる事を、誰にもできないぐらい継続

する”という理念があります。製造業のバッ

クヤードを担う業種だけに安心・安全が会社

品質といっても過言ではありません。製造工

程のある会社では、油が付着したり、インキ

や溶剤が付着したりします。利用して頂いて

いるお客様は、わが社と取引することで、廃

棄物（ウエス）が資源に変わり循環型商品と

してリユースされます。つまり、お客様のゼ

ロエミッションのお役に立つ事業で、いろい

ろな製造業のバックヤードで循環型社会に貢

献させて頂いています。

　なぜ当社が環境力を磨く事に力を入れてい

るか、それは商品・サービスの事業目的もあ

りますが、過去に会社倒産しかねない大きな

環境事故に起因します。

　一つ目は、廃水プラントが焼失してしまう

大事故。二つ目は、洗濯廃水が河川へ流出し

た事故です。この二つの事故は、会社存続の

危機でもありました。そこから復活できたの

は、社員力のおかげです。会社経営47年経ち

ますが、人材力を高める指針である環境整備

に力を入れてきました。その環境整備が社員

を育て、結果として復活できました。環境整

備＝環境力といえるでしょう。火事からの復

活は、三日三晩、夜を徹しての作業でした。

全社員がプラント復旧工事に全力を尽くすこ

とで、4日目の朝からは、工場を稼働させる

ことができました。おそらく業者任せの復旧

であれば1ヵ月はかかったと思います。

　洗濯廃水事故では、一級河川に油含有の洗

濯廃水が流出しました。水面に浮かぶ油を回

収し、更に河川を原状回復させるために、社

員は1ヵ月河川に浸かりながらの作業をやり

きりました。この中で「環境力」を磨く事の

大切さを痛感しました。この1ヵ月にわたる

復帰作業と是正処置の対応は行政の関連部局

からも高く評価されました。会社倒産の危機

も長年社員とともに学び励んできた環境整備

（環境力）によって乗り越えられました。

　そんな経験を糧として如何に環境力を磨く

ことが、会社継続の力になるかを実感してき

ました。環境力を高めれば、社員力が高まる。

社員力が高まれば、お客様満足が高まる。そ

して、お客様満足が高まれば、業績があがり

社会奉仕の機会が増えて社会貢献度が増加

していく。環境力を高めることで、三方よし

（買い手よし・売り手よし・社会よし）の実

現が可能になって行くことを体現している毎

日です。その結果、日本で大切にしたい会社
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・経済産業省おもてなし企業100選や今回の

経営者環境力大賞など励みになるアワードを

頂ける会社力に成長することができました。

すべては、社員力が生み出してくれています。

　輝く社員さんの日頃を案内したいと思いま

す。よい人財になるためには、しっかりとし

た理念と行動指針を自分自身の言葉に置き換

えて行動できる人へ成長してもらわなければ

なりません。そのステージを作り、成長でき

る機会を提供することは経営層の使命だと思

っています。そして、最高のパフォーマンス

を出す実施責任者は社員です。お客様から信

頼と満足を頂かなければ会社の存続はありま

せん。弊社の事業とISOの目的目標が、社員

個人の目標管理に落とし込まれて毎日毎週毎

月と進捗管理され、より改善されていくこと

で、個人の成長＝会社の成長＝お客様の満足

へつながっていきます。ISOの基準に従って、

計画・行動・チェック・見直しの各プロセス

管理を自ら管理できる社員を育てることを愚

直に実施しています。

　創業当時から培ってきた環境整備は、社員

のリーダーシップで毎月一度環境教育日に更

なる環境力を磨くプログラムで実施していま

す。工場営繕活動では、高所作業・専門作業

も社員自ら資格を取得し、更に専門スキルを

高めてすべて自らの力で自らの作業環境を向

上していけるようにもなってきています。

　「ありがとうカード」や「グッドジョブカ

ード」などの制度も設け、よりよい雰囲気の

職場づくりにも取り組んでいます。重視して

いるのは「なぜ、これを行うことが大切なの

か」を丁寧に伝えること。勉強会にしろ、掃

除にしろ、カードの交換にしろ、トップダウ

ンにただ「やれ！」と言うのではなく、それ

を「行う理由」を、社員にわかってもらえる

まで、事あるごとにさまざまな表現を使って

繰り返し説明します。たとえば、毎日のトイ

レ掃除にしても、「汚れに直接触れることで、

五感を通じて問題に気づく力を鍛えるためだ

よ」と話したり、「いい加減に掃除をされた

トイレと、丁寧に掃除をされたトイレ、どち

らを使いたいと思う？」と問いかけたり社員

自ら気づくこと大切にしています。

　良い会社良い組織になるためには必ず良い

仕組みがなければなりません。環境力向上も

経営品質向上もISOも考え方の仕組みとして

は、同じだと思います。その内容により社風

・社格といった目に見えない価値創出に繋が

ります。良樹細根しっかりとした根を張らな

いと大樹となりません。環境力とは会社経営

そのものだと思っています。上辺だけの環境

力でなく、環境経営を実践していく会社が増

え、しっかり大地に根を張ることで、日本経

済も成長し大樹になるのではないでしょうか。

その一翼を担い事業活動を全社員一丸となっ

て邁進し、お客様にも影響を与える会社にな

れるように取り組みたいと思います。

自ら考え、行動できる社員を育てることに力を注い

でいます

危険をともなう高所作業は資格を取得した社員自身

が作業環境を向上させる工夫をしています

2015年度経営者「環境力」大賞を受賞して


